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能をもっ職能組織へ脱皮する動きは遅々として進まない D 個々の保健婦から， í保健婦とは何か」と
いう問いが，くりかえし提出される所以が，そこに存する。
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論文の審査結果の要旨
現在，公衆衛生の実践領域において，保健釘jの果たす役割はきわめて大きい。それにもかかわら
ず，保健婦とは一体何をする職種なのかという疑問が，くり返し保健婦自身の中から提出されている
実情からもわかるように，保健婦という職種が，法制上はともかく，はっきり，独立した専門職種と
して確立しているとはいい難い。そのことは，保健婦活動，ひいては，それに依拠している我国公衆
衛生の対人保健サービスの発展のうえに大きな障碍となっている D
近年，保健婦業務の改善をめぐって行なわれた研究は決して少なくはないが，それらはいずれも狭
い行政的視野からの業務の合理化や管理の強化をめざすものであり，保健婦という職能を確立し，そ
れを基礎にした保健婦活動の自律的な発展を保障するものではなかった。
著者は，このような欠陥に着目し，保健婦および保健婦活動の困難な現状の原因を保健婦の職能そ
のものの中にひそむ弱さに求めんと考え，そのために，広く戦前の資料を蒐集し，我国保健婦の形成
過程，それに与えた保健婦団体やその他関連組織の意識や行動の特徴，社会的背景なと、についての歴
史的，実証的研究を行なった。
著者は，戦前の我国保健婦事業の歴史を，大正中期，昭和初期，満洲事変，大東亜戦争開始期の四
つに区分し，社会事業の附帯事業として始まった保健婦事業が，欧米の疋代的保健婦事業をとり入れ
つつ発展し，且つ我国の特殊な社会環境や政治経済事情のもとで，多様な変容をとげた経過を史実に
基づいて，詳論している口
特にその中で著者は，保健婦事業の拡大発展に応じて，自主的必然的に高まる組織的統ーや専門職
能としての身分の確立などの要求が，時を同じくして強化された我国の戦時体制下の国家的要請の中
に没却されてしまった乙とを指摘し，その聞における保健婦側および、1-J-政当局の政策的自fI.由討を明らか
にしている。
また，このようにして停止させられた専門職能としての自律機能は，戦後に至るも遂に完全には復
活することはできなかったとして，現在みられる保健婦事業の混迷の原因についても，ユニークな角
度からの考察を行なっている口
要するに本研究は，保健婦に関する研究において，殆んど未知の分野を開拓しただけでなく，保健
婦事業の発展という公衆衛生の実際面における最も緊要な課題についても極めて有益な示唆を与える
ものと認めることができる。
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